
豆類のダイズシストセンチュウによる被害

1　試験のねらい

　　ダイズシストセンチュウの土壌中のシスト密度と小豆および大豆の被害との関係を圃場調査お

　よび接種試験により平成2年に検討したので結果の概要を報告する。

2　試験方法

　　圃場調査：壬生町のシストセンチュウの発生した7月20日播の小豆（在来種）．栽培圃場内から

　シスト密度の異なる30カ所を選び調査した。1カ所5株を調査株とし、8月30日に生育および葉．

色（フジ写真フィルム製の野菜用カラースケール：淡黄0～濃緑8）を、10月13日に各調査株を

抜取り風乾後、収量を調べた。シスト密度は小豆の生育初期に各調査カ所から採土し風乾後、風

乾土50g当たりの蔵卵シスト数を浮遊ふるい分け法により調べた。

　　ポット試験：場内の露地に設置した1■5，000aのワグネルポットにシスト非汚染の黒ボク土

　（洪積土）または灰色低地土（沖積土）を詰め、汚染土壌より分離したシストをポット上部の約

　24の土に密度を変え混合し接種した。小豆（壬生大納言）を7月2ユ日に播種し、1ポット2株

仕立てとした。9月13日に生育および葉色を、落葉後に株を抜き取り風乾後に各収量構成要素を、

株抜き取り後採土し、風乾後、蔵卵シスト密度を調べた。

　　プランター試験：場内の露地に設置した縦19㎝×横59㎝x深さヱ4㎝のプランターに非汚染およ

び汚染土壌の混合割合を変えて詰め、7月ユ7日に小豆（壬生大納言）および大豆（エンレイ、東

山93号）を播種、1プランター2株×3カ所、計6株仕立てとした。ポット試験と同様に生育お

よび葉色、各収量構成要素、土壌中の収穫後の蔵卵シスト数を調べた。

3　試験結果およぴ考察

　圃場調査：第1図に示すとおり、土壌中のシスト密度が高まるとともに小豆の草丈が低下、葉

が黄化し、子実重が低下し減収した。

　　ポット試験：第1表に示すとおり、接種シスト密度が低い場合は一部逆転も見られたが、接種

密度が高まるに従い草丈が低下、葉も黄化し、収穫物の主茎長・稔実爽数・子実重が低下し減収

　した。土壌との関係では、灰色低地土に比べ黒ボク土で収量が低い傾向が認められた。収穫後の

シスト密度は、接種密度に比べ全般的に高まったが、接種シスト密度が高いと小豆の生育が劣っ

たためか、・かえって低下した。

　　プランター試験：第2表に示すとおり、シスト感受性小豆の壬生大納言ではシスト密度が高ま

るとともに草丈が低下、葉が黄化し、主茎長・稔実爽数・子実重が低下し減収した。感受性大豆

のエンレイでは壬生大納言に比べ、接種シスト密度の高まりによる草丈への影響は少なかったが、

顕著な葉の黄化が認められ、シスト密度が高まるとともに子実重が低下し減収した。一方、抵抗

性大豆晶種東山93号では接種したシストによる生育・収量への影響は認められなかった。収穫後

の蔵卵シスト密度ぽ壬生大納言およびエンレイでは高まったが、東山93号では低下した。

　　これらの結果から、シスト発生圃場への感受性小豆や大豆晶種の作付けは生育不良や減収の被害

の発生とともに、収穫後の土壌中の蔵卵シスト密度を高め、あと作への影響が心配されたが、抵

抗性大豆晶種（東山93号）の作付は、生育・収量への影響が認められず、収穫後の蔵卵シスト密

度を低下させ、耕種的にシスト密度を低下させる方法として有望と考えられた。
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4．成果の要約

　　ダイズシストセンチュウ感受性の小豆および大豆は土壌中のシスト密度が高まるとともに葉が

黄化、主茎長・子実重などが低下し減収し、収穫後の蔵卵シスト数も増加した。これに比べ、抵

抗性大豆（東山93号）ではシスト密度の高まりに伴う生育・収量への影響が認められず、収穫後

の蔵卵シスト密度も低下し、抵抗性品種利用によるシストセンチュウ密度の制御の可能性が示唆

　された。なお、土壌の種類とシ、ストセンチュウとの関係では灰色低地土に比べ黒ボク土での小豆

の被害が顕著にあらわれ、収量が低くなる傾向が見られた。
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表一1　接種シスト密度と小豆の生育・収量　　表一2　接種シスト密度と豆類の生育・収量
　　　　（ポット試験）　　　　　　　　　　　　　　　（プラツター試験）

土　シスト密度　草糞主桧実子
　　　　　　　　　　　　茎　　　実
壌　作付前収穫後　　丈C皿色　　長㎝菱数　　重g

　　αO　O．031．86，719．8756．0
灰0．9蛆72＆06，518．27．56．6
色1，961．03α7＆31978，37．4
低　ふ81647肌8i72α0＆0＆8
地　τ7鰍03Z0∬20，27．8＆2
土15．4338・02＆05，318・29・85，6
　　30．8311，727．05，116．27．54，3
　　61．51劉．72α24，311．34．5Z7

　　α0　α027．5＆71＆0＆0公6
黒　じ9　”狐7＆2狐5＆350
ポ　1．9　6γ73じ85，321．76．74．9
ク＆8134，329，55，522．07；04．6
土．　7．7　153．33α7　i222，2　7，2　4，2

　　15．4250．72＆34819．77，53．7

　　瓢81肌32a44．3岨8＆3Z4
　　6i．5115，726．34，015．76．2Z8

注　1．シスト密度は、風乾土50g当たり蔵卵シスト数。

　2．生育及ぴ収量の数健は株当たりの平均値。

晶　シスト密度　章葉　主稔実　子
　　　　　　　　　　　　茎　　　実
種作付前　収穫後　　丈c咀色　　長〇四棄数　　重g

ヨ…　α0　α021．5τ016．27．2＆1
生1，416＆021．2㌦314．29．0㌦8
犬2．7171．7工9．32．71ム36．53．1

納　M帆71921．81Z0胴1．5
言　岨8　仏O肌5Z01α73．71，3
　　21，6　17，315．82．39．03．8　1；1

　　α0　阯042．26，036，516．77．6
工1，490，337．26．33λ218，26．3
ン　2，7　90，336．86，232，715，56．0
レ5，428τ336．8’’5，832，815．2，4．9

イlO．8106，040．04，234，711．84，2
　　21，6　17，336．02，331．36．72．2

　　α0　α0狐0＆522．7阻O＆3・
蘂　1．4　1．73Z7a52＆51＆0＆7
山　”　1＆727，5＆3鮒815，35．2
93　　　5．4　　　4．3　3旦．0　　6，3　26，5　15．5　　6．7

号10，83，030．56，426L018．86，8
　　21．6　2，331．7＆52τ014．06．4’
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